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 小売酒販組合

1. すべての事業者は区分請求書等を発行しなければなりません

2. 税率の違いがわかるような、店頭での価格表示等をしてください

3. 課税事業者は、2つの税率に対応した区分経理の必要があります

記

組合員 各位

10月1日から「軽減税率制度」がスタート!!
『最低限、次の準備が必要です』

平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、10月の消費税率の引き上げに伴い、軽減税率制度が導入

されます。
酒販店にとっては、大きな負担となるところですが、事業を継

続するには、避けて通ることはできません。
10月までに、最低限、準備すべき項目は下記の3点です。
詳細は別紙をご覧ください。
なお、ご不明な点は、お気軽に組合までお問い合わせください。

特に、レジからレシートを発行している場合は、早急にソフト

ウエアやレジ本体の入れ替えを行ってください。

➡９月30日まで、「 」を利用できます。



別紙

 1.区分請求書等の発行

  (1)次の2項目を必ず表示する必要があります
ؙؙؙ■軽減税率の対象品目である旨
ؙؙؙ■税率ごとに合計した税込金額（10％・8％）

  (2)発行方法
   □手書き

①現在の請求書・領収書を使用

②軽減税率に対応した請求書・領収書を使用
  

   □レジ等を使用
①現行のレジを使用

②軽減税率に対応したレジを使用

対策 → 税率ごとに発行（2枚）、それぞれに税率を表示

※2つの税率が混在しない場合は、税率を表示して1枚でOK

※ビール券などの商品券は非課税のため、別途作成

対策 → ソフトウエアの入れ替え（ソフトウエアの対応をしていな

い場合は、レジ本体を買い替え）

※対策をしない場合は10月以降、使用不可

対策 → チラシの例のように使用



 2.価格表示等の方法

例） 〇価格表示

〇陳列
『この棚は、すべて軽減税率対象商品です（8％）』

〇店内表示
『当店は、すべて軽減税率対象外の商品です（10％）』

 3.区分経理（課税事業者のみ）

対策 → 価格表示・陳列・店内表示などで、どちらの税率なのかを

わかるように表示


